
【取り組む際に生じた課題】
• 海外ではササニシキの品種名はアピールポイントにならない。
• 一目でわかるパッケージデザインの工夫。
• 輸送経費の増加。

【ウェブサイト】 http://www.sasanishiki.co.jp/

【対応の結果】
• 日本をイメージするパッケージやネーミングが好評を得る。
• 海外にも市場ニーズがあることが分かり視野が広がる。
• 「減農薬・減化学肥料米」のおいしさと安全性が浸透。

 「ササニシキ」にこだわり生産し、「減農薬・減化学肥料米」として、みやぎの環境にや
さしい農産物の県認証を受け、輸出にも力を入れる。

 平成26年、日本政策金融公庫の支援により、台湾のバイヤーとの契約が成立。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成28年度 － 11

10～9月平成27年度 － 2

平成26年度 － 1

コメ（ササニシキ）

【主な品目】

台湾、マレーシア

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 現地バイヤーの生産現場への招へい。
• 生産現場からの情報の発信。

【生じた課題への対応】
• 日本産をイメージした「寿司米」とネーミングして販売。
• 和紙模様のパッケージを使用し高級感を醸し出すようデザインの工夫。
• ササニシキは限られた地域で栽培される希少性、 「減農薬・減化学肥料米」

という安全面を強くアピールして他との差別化。
• 仙台港から輸送することにより輸送経費の軽減。

【連絡先】 担当者名：会長 後藤政浩、ＴＥＬ：0220-58-4959 

【活用した支援・施策】 平成26年度日本政策金融公庫のトライアル輸出支援事業

（平成21年度より輸出開始）

宮城県 農業生産法人（有）ＰＦＴサービス
『コメ（ササニシキ）を台湾、マレーシアへ』

米

【効果があった取組】
・日本産をイメージした和紙模
様のパッケージで「寿司米」と
ネーミングした。

2017年タイ・バンコクの
ジャパンエキスポで商品紹介

台湾のデパートで販売

2015年インドネシアジャ
パンレセプションに参加


